
―48―

未熟児新生児科　　　　　

　2014年度総入院数は395人（前年比-7.5％）であった。入院の内訳は、在胎週数が未熟で出生体重の小

さい超低出生体重児（出生体重1000g未満）が16人（前年度より+６人）、極低出生体重児（出生体重1000-

1500g未満）が29名（前年度より+７人）、低出生体重児（出生体重2000-2500g未満）が75名であった。重症

新生児仮死や遷延性肺高血圧症、胎便吸引症候群、重症新生児仮死などの出生体重2500ｇ以上の児は229名

で総入院数の58.0％であった。

　総依頼件数は532件（-52件）であった。入院依頼をお断りしなければならない件数及び当センターの院内

他科に入院依頼した件数は137（-20件）となった。

当センターの新生児搬送車による総出動件数は236件（-36件）であり、その内訳は、迎え搬送189件、三角

搬送７件、分娩立ち会い54件、back transfer47件であった。

　特殊治療としては一酸化窒素吸入療法14件、脳低温療法17件、脳平温療法24件、血液透析２件、人工換気

療法191件（入院患児の48.4％）であった。

　死亡数は８名で剖検率は62.5％であった。染色体異常などで死亡したのは０名で、それ以外で死亡したの

は８名。重症新生児仮死児が５名、新生児肺高血圧症PPHN １名、両側緊張性気胸１名超低出生体重児１名

であった。
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